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点ｐにいる人には，物体ｍは
速度ｕで動いているように見
える。しかし，点ｐは速度ｕ
で動いているので外から見て
いる人にはｖ＋ｕで動いてい
ることがわかる。

物体ｍに働く求心加速度Ｆは，Ｆ＝ｍａ2であるので，ｍを単位質量
（１）とするとＦ＝ａ2となる。ａはｖ2／ｒあり，点ｐにおけるｒはＲ・
ｃｏｓφ，ｖはｒω＋ｕであるから，Ｆ＝（Ｒ・ｃｏｓφ・ω＋ｕ）2

／Ｒ・ｃｏｓφと書ける。これを解くと，［（Ｒ・ｃｏｓφ・ω）2

＋２ｕＲ・ｃｏｓφ・ω＋ｕ2］／Ｒ・ｃｏｓφ＝ （Ｒ・ｃｏｓφ・
ω）2 ／Ｒ・ｃｏｓφ＋ ２ｕＲ・ｃｏｓφ・ω ／Ｒ・ｃｏｓφ＋ｕ2 

／Ｒ・ｃｏｓφ＝Ｒ・ｃｏｓφ・ ω2＋ ２ｕω＋ｕ2 ／Ｒ・ｃｏｓφ
となる。点ｐにいる人にとっては，Ｆ＝ｕ2 ／Ｒ・ｃｏｓφであるの
で，式を整理して，Ｆ－Ｒ・ｃｏｓφ・ ω2＋ ２ｕω＝ｕ2 ／Ｒ・ｃ
ｏｓφと書ける。Ｒ・ｃｏｓφ・ ω2が遠心力， ２ｕωがコリオリ力
である。

「コリオリ力を算出する」之図Ⅰ（仮）


